
カプセルカメラを用いた下水道管内調査

【概要】
➢通常のカメラ調査では難しい、流量が多いところや人が入ることが困難な場所で
安価にスクリーニング調査を行うことが可能。

➢構造もシンプルなため、故障等のトラブルに対しても容易に対応が可能
➢現在は、本市でフィールド実験を行い、効果検証を行っている。

【調査方法】

新たな調査手法として、これまで
調査困難だった場所で活用することで、
課題解決に期待！

【実際の調査映像】

下水道DXの推進 下水道整備課 R8.1作成
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